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リニア中央新幹線計画に関する最近の主な経過について 

 

 リニア中央新幹線計画に関する最近の主な経過については、次の表のとおり。 

 

表 リニア中央新幹線計画に関する最近の主な経過一覧表 

年 月 事 項 

平成２３年 ５月 ・全国新幹線鉄道整備法に基づき、ＪＲ東海が国から営業主体及び建設主体

に指名 

・同法に基づき、国が整備計画を決定 

・同法に基づき、ＪＲ東海が国から建設の指示 

６月～ 

       ７月 

・ＪＲ東海が改正環境影響評価法の趣旨を踏まえた計画段階環境配慮書を公

表、環境保全の見地からの意見募集を実施 

９月～ 

１１月 

・ＪＲ東海が環境影響評価法に基づく環境影響評価方法書及び川崎市環境影

響評価に関する条例に基づく法対象条例環境影響評価方法書を公表、縦

覧・説明会の開催・意見募集を実施 

１２月～ 

平成２４年 １月 

・川崎市環境影響評価審議会で環境影響評価方法書及び法対象条例環境影響

評価方法書を審議 

１月 ・川崎市が環境影響評価方法書に対する市長意見を神奈川県知事あて送付 

・川崎市が法対象条例方法審査書を公告、ＪＲ東海あて送付 

３月 ・神奈川県が環境影響評価方法書に対する知事意見をＪＲ東海あて提出 

６月 ・ＪＲ東海が地質調査等の市有地における実施に伴う許可申請書を本市あて

提出 
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地質調査・水位観測地点 環境大気質調査 

（気象四季）地点 
動植物調査地点 

・等々力緑地 

（２箇所、中原区等々力 1） 

・潮見台配水所 

（宮前区潮見台 4-1） 

・等々力緑地 

（中原区等々力 1） 

・川崎市消防総合 

訓練場 

（宮前区犬蔵 1-10-2） 

・潮見台配水所 

（宮前区潮見台 4-1） 

・等々力緑地（中原区等々力 1） 

・宮前美しの森公園（宮前区犬蔵 2-35-3） 

・王禅寺源左衛門谷特別緑地保全地区（麻生区王禅寺源左衛門谷 1201-1 ほか） 

・王禅寺日吉谷特別緑地保全地区（麻生区王禅寺 860-1） 

・王禅寺東特別緑地保全地区（麻生区王禅寺東 3-865-1 ほか） 

地質調査等調査地点位置図 

※ 本資料は、ＪＲ東海の提出した資料をもとに、環境影響評価方法書の「交通網図」に各調査地点を追記して、川崎市が説明用に作成したものである。 

凡 例 

   地質調査・水位観測地点 

   環境大気質調査（気象四季）地点 

   動植物調査地点 

等々力緑地 

等々力緑地 等々力緑地 

潮見台配水所 

潮見台配水所 

宮前美しの森公園 

川崎市消防
総合訓練場

王禅寺源左衛門谷 
特別緑地保全地区 

王禅寺東 
特別緑地保全地区 

王禅寺日吉谷 
特別緑地保全地区 

地質調査等調査地点一覧表 

資料２－１

２ 



 

多摩川管理事務所

各調査地点の詳細位置図  

地質調査・水位観測地点 

環境大気質調査（気象四季）地点 

動植物調査地点（※） 

※ 動植物調査地点は、占用物件(トラップ等)の設置予定箇所を  で示しているが、各施設の市有地内で任意観察による目視、鳴声
の確認等の調査も行う予定。 

地質調査・水位観測地点 

1:5,000 
0   50  100       200                        500m 

等々力緑地  

川崎市消防総合訓練場  

宮前美しの森公園 

潮見台配水所  

王禅寺源左衛門谷特別緑地保全地区  

王禅寺日吉谷特別緑地保全地区 

王禅寺東特別緑地保全地区 

動植物調査地点（※） 

環境大気質調査（気象四季）地点 

環境大気質調査（気象四季）地点 

地質調査・水位観測地点 

動植物調査地点（※）

王禅寺日吉谷 

特別緑地保全地区 

王禅寺東 

特別緑地保全地区 

王禅寺源左衛門谷

特別緑地保全地区

資料２－２

３ 

潮見台配水所 



地質調査・水位観測の概要について 

 

１ 目的 

中央新幹線計画に伴う環境影響評価等を行うため、当該地域の土質及び地下水性状を把握すること

を目的とする。 
 

２ 作業内容 

(1) 試すい（土質ボーリング） ２本 （図１、２参照） 
(2) ボーリング孔内試験    一式 
(3) 地下水位観測井設置    ２箇所（図３、４参照） 
 

３ 作業期間 

３箇月間程度 
※ ボーリング調査が完了した後には、水質調査のため月１回程度、現場にて水位観測やメンテナン

スを継続実施予定。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

φ300mm

透水層 ストレーナー区間

小型鋳鉄製マンホール
（φ300mm；車重対応）

φ116mm

砕石（50mm）

豆砂利

φ60mm

VP50塩ビ管（外径：60mm）

ナイスシール
（吸収膨張性材料を用いた遮水材）

 

 

 

 

※ 仮囲いは、現場状況に応じた形式を選定 

図１ ボーリング機械概要図 図２ 仮設計画概要図 

図３ 地下水位観測井概要図 

図４ 地下水位観測井の上部の小型マンホール（イメージ）
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環境大気質調査（気象四季）の概要について 

 

１ 目的 

中央新幹線計画に伴う環境影響評価を行うため、風向・風速、窒素酸化物及び浮遊粒子状物質濃度

を測定することを目的とする。 

 

２ 調査内容 

下表に示す測定器を設置して自動連続測定を実施する。風向・風速及び大気質濃度の測定は四季ご

とに各１週間とする。 

 

表 気象・大気質の測定器 

測定項目 測定器 

気 象 風向・風速 風向風速計 

大気質 
窒素酸化物 窒素酸化物自動連続測定装置 

浮遊粒子状物質 浮遊粒子状物質自動連続測定装置 

 

３ 作業内容 

(1) 気象（風向・風速） 

１０ｍのコンクリート柱を調査開始時、終了時に設置撤去する。 

風向風速計は測定を実施する四季ごとに設置・撤収（大気質の設置・撤収と同時に実施）する。 

(2) 大気質 

観測小屋（測定装置を内部に配置）を測定を実施する四季ごとに設置・撤去する。 

測定中の２～３日程度、測定状況の確認を行う。 

 

４ 作業期間 

おおむね平成２４年７月から平成２５年３月の間（７月、１０月、１月、３月に測定実施予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 2m 

10ｍ 
コンクリート柱 

1ｍ程度 電柱 

観測 
小屋 

作業スペース 

約 3m 

必要面積 

約 5m 

試料大気採取管 

電柱 

10ｍ 
コンクリート柱 

観測 
小屋 

約 
1.5m 

約 2m 

配電盤 

約 3m

寝かせ 

図 地上気象及び大気質観測地点の配置（イメージ） 

【側面図】 

【平面図】 
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動物植物調査実施の概要について 
 
１ 目的 

中央新幹線計画に伴う環境影響評価を行うため、動物・植物の調査を行うことを目的とする。 

 

２ 調査内容 

調査期間及び内容は表１のとおりである。 

なお、調査の状況により必要に応じて見直すものとする。 

また、調査内容の基本的な手法イメージは表２のとおりであり、各調査地点で必要な調査を行う。 

 

表１ 調査期間・内容一覧 

調査項目 調査期間 調査内容 

動 
 
 

物 

哺乳類 ４季 

春 季 

夏 季 

秋 季 

冬 季 

・任意踏査（目撃法、フィールドサイン法） 

・無人撮影法 

・トラップ法（シャーマントラップ、墜落かん、モールトラップ） 

鳥 類 ５回 

春 季 

繁殖期 

夏 季 

秋 季 

冬 季 

・任意観察（鳴声・目視調査、夜間調査） 

・ラインセンサス法（調査ルート上での鳴声・目視調査）

爬虫類 ３季 

春 季 

夏 季 

秋 季 

・任意踏査（目撃、捕獲） 

・夜間調査 

両生類 ４季 

早春季 

春 季 

夏 季 

秋 季 

・任意踏査 

・夜間調査 

昆虫類 ３季 

春 季 

夏 季 

秋 季 

・任意採集（見つけ採り、スィーピング法、ビーティング法） 

・ライトトラップ法（ＢＯＸ法） 

・ベイトトラップ法 

魚類 ４季 

春 季 

夏 季 

秋 季 

冬 季 

・任意採集（タモ網、サデ網、セルビン・かご網） 

底生動物 ４季 

春 季 

夏 季 

秋 季 

冬 季 

・定量採取調査（コドラート付サーバーネット） 

・任意採取調査（タモ網） 

植 
 

物 

植物相 ４季 

早春季 

春 季 

夏 季 

秋 季 

・任意確認 

植生 ２季 
夏 季 

秋 季 

・植生分布調査 

・コドラート調査 

表２ 調査の基本的な手法イメージ 

調査項目  

動 

物 

哺
乳
類 

任意踏査 
 

無人撮影法 
 

トラップ法 

鳥
類 

任意観察、ラインセンサス法 

爬
虫
類
・
両
性
類

任意踏査、夜間調査 

昆
虫
類 

任意採集 ライトトラップ法 ベイトトラップ法 

魚
類 

任意採集 

底
生
動
物 

定量採取調査 任意採取調査 

植 

物 

植
物
相 

任意確認 

植
生 

植生分布調査 コドラート調査 

 

シャーマントラップ  墜落缶   

タモ網  サデ網  セルビン  

サデ網  
コドラート付き 
サーバーネット  

コドラート(イ
メージ) 
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